
 
１ 目的 
  平成28年に東松山市都幾川河川敷において発生した少年死亡事件や、青少年の深夜徘徊の状況等を踏 
 まえ、子供たちに夜遊びの危険性を伝えるとともに非行防止を図るため、市町村とその住民、県、警察 
 などの関係機関・団体が連携し、声かけを行う非行防止夜間パトロールを展開する。 
 

  県は、NPOと連携した研修を実施する。また、グッズの提供や関係機関との連携、積極的な広報など 
 を通し、ボランティアの方々が一層活動しやすい環境づくりを推進する。 
 
２ 活動内容と役割 

青少年「街の応援団」事業の概要（平成30年度） 

埼玉県 
市町村 

・住民等との調整 
・研修への参加等 

 
 
 
 
 
 
 

青少年  

 

青少年「街の応援団」 
 

 青少年育成推進団体員や学校関係者、 
 少年補導員、スポーツ少年団、児童・ 
 民生委員、市町村職員等で構成 
 （１団体、複数団体いずれも可）        

・座学研修の開催 
・現地研修（特別アドバイザーのパト 
 ロール同行・助言）の開催 
・ポケットリーフレット作成  
 （パトロール等配布用） 
・グッズ（ベスト、リストバンド等） 
 の提供 
・ボランティア保険費用負担 
・特別応援団員（内山高志氏）及び 
 特別アドバイザー（日本ガーディア 
 ン・エンジェルス）との調整 
・広報      

・夜間パトロール 
・積極的な声かけ 
・ポケットリーフレット 
 （各種相談窓口情報）の配布 

管轄の 
警察署 

特別アドバイザー 
日本ガーディアン・エンジェルス 

連携・協力 

詳しくは県HPへ！ 
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３ 実施団体（平成30年度 1６市町） 
  ① 川越市       ⑪ 吉川市  
  ② 飯能市       ⑫ ふじみ野市 
  ③ 東松山市      ⑬ 三芳町 
  ④ 鴻巣市       ⑭ 滑川町 
  ⑤ 戸田市       ⑮ 川島町 
  ⑥ 桶川市       ⑯ 美里町 
  ⑦ 北本市  
  ⑧ 坂戸市  
  ⑨ 鶴ヶ島市 
  ⑩ 日高市  
     
   
 
４ 特別応援団員 
  内山 高志氏 
  （プロボクシング・第39代WBA世界 
    スーパーフェザー級チャンピオン）   
 
 
５ 特別アドバイザー 
  特定非営利活動法人 
  日本ガーディアン・エンジェルス 
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（会場 知事公館） 



６ 事前研修（子供の見守り・非行防止パトロール研修会） 
  応援団のスキルアップを図るため、日本ガーディアン・ 
 エンジェルス理事長の小田啓二氏を講師に迎え、 
 少年たちの心をつかむ声かけのポイントをテーマとした研修会 
 を開催（６月４日）。 

※ 平成29年度は県内４会場で開催 
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７ 現地研修（パトロール活動） 
  県内４市（草加市・川口市・所沢市・さいたま市）をはじめ全国で非行防止パトロールの実績が豊富 
 な日本ガーディアン・エンジェルスのメンバーを講師に迎え、現地研修を実施予定。 
 

  パトロール活動は実施団体の事情や地域の実情に応じて展開。 
  講師は、団体の会合等に合わせた派遣が可能。 
 

  声かけのノウハウを習得するとともに、県や国などの相談機関 
 をまとめたポケットリーフレットを配布するなど、少年たちの立 
 ち直り支援につなげていく。 
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８ 成果と課題の意見交換会の開催 
   
  １年間の成果と課題を共有するため、実施市町職員及び住民をはじめ、県内市町村関係者が集い、成果と課題につい 
 て意見交換を行う（平成31年２月頃）。 
 

（参考 平成29年度） 

 ○ 日時 平成３０年１月２６日（金）１３時３０分～１７時 
 

 ○ 会場 川越地方庁舎４階大会議室 
 

 ○ 参加者 
  ・ 事業実施市町、その他市町村職員とその住民 
  ・ （特非）日本ガーディアン・エンジェルス 
  ・ 県地域振興センター職員、県青少年課職員 
 

 ○ 主な成果 
  ・ 何度か研修を受けノウハウを学ぶことで、少年たちへの声かけができるようになった。 
  ・ マンネリ化していた活動が、研修などを通して刺激を受け、活性化した。 
  ・ 継続的なパトロール活動と目立つ赤いベストで、子供たちを見守っていることが伝わった。 
 

 ○ 主な課題 
  ・ 夜間のパトロールは住民にとって負担が大きい。 
  ・ パトロールに出ても、子供がいないことも多い。 
  ・ 実施市町村の拡大 
 
 

青少年「街の応援団」事業の概要 ５ 


